
 

次年度以降の保全協議会の取り組みについて 

◆現在の課題について 

①モニタリングなどを含む保全協議会の体制安定 

②観光客の増加などによる繁殖環境の悪化 

③繁殖環境の劣化 

 

◆協議会の中期計画について 

別紙「中期計画イメージ」参照。 

１）2018 年～2020 年 

課題①の解決が急務であり、２～３年をかけて対策を図る。具体的には、事業リス

トをブラッシュアップしていくことで解決を見込む。②と③については、これまで行

ってきたモニタリングや普及啓発を継続して実施する。ただし、今年度予想されなか

った事態で急を要する場合は、別途協議のうえ対応する。 

２）2020 年以降～ 

課題①の対策の過程で、モニタリング体制が強化される。得られたモニタリング結

果を評価し、新たな課題を検討する。また、課題②や③の対策へ取り組む。 
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